
The Japanese Geotechnical Society

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Geotechnlcal 　Soclety

No ．1858

地 盤情報デー タ ベ ー ス の 現状 と問題

Some 　Aspects　in　 Database　 for　Geotechnica1　 lnformation

か ざ 　　 　 ま 　　 　 てトで 　 　　 ひ こ

風 　　間　　秀 　　彦
＊

　 　 　 　 　 　 　 　 ほ り　　　　　 い

　　　　　　　 堀　 　井

　 い わ 　　　　　さき　　　　　きみ　　　　　と し

　岩　　崎 　　公 　　俊
＊＊

かつ　　　　　み

克　 　己
＊ ＊＊

1． は じ め に

　最近 ， 各機関 が地盤情報 の デ
ー

タベ ー
ス 化に 取 り組み始

め て お り， その うち い くつ か は 実用化 の 域に 達 しつ つ あ

る。しか しな が ら，こ れ らは個々 の 利用目的に合わせ た デ

ータベ ース で あ り，内容的 に は統
一

され て い な い 。 また ，

データ の 品質や利用 な どに関 して，多くの 問題点が含ま れ

て い る 。

　本報告 は，こ の よ うな状況を踏ま え て ， 地盤情報デ
ー

タ

ベ ー
ス の 現状 とデ

ー
タベ ース を構築 ・利用す る揚合 の 問題

点をま とめ た もの で あ る 。 な お ， 本報告 の 内容 は地盤情報

の デ ー
タベ ー

ス 化に関す る調査委員会 （委員長 ： 風間秀彦，

昭和61年10月〜昭和62年 9 月）の 成果 を踏ま え て，そ の 後

の 薪 た な 情報 を加 え た もの で あ る。

2． 地盤情報 デ
ー

タベ ース の現状

　地盤情報 の デ ー
タベ ー

ス を構築した事例 は ， 公表 され た

もの だ けで も20程度 あ り，そ の 中に は既 に実用化 され て い

る もの も ある 。こ れ 以 外 に も民 間会社な どで 社内用 に 作成

し た もの や，コ ン サ ル タ ン ト業務と して 作成 した地盤関係

の デー
タ ベ ー

ス は，か な り の 数に の ぼ る と予想 され る が，

そ の 実態は 必ず し も明 らか で は な い 。 こ れ らの データ ベ ー

ス の 多 くは データ量や需要の 関係よ り土質地盤を対象に し

た もの が 多 く，岩盤 を対象に した もの は少 な い 。

　表一1 お よ び 表一 2 は ， 公表 され た 地盤情報デー
タ ベ ー

ス の うち代表的 な もの に つ い て の 内容を示 した もの で あ る。

同表 を参考に して ， デー
タベ ー

ス の 利用 目的 ， デ ー
タ項 目，

データ入 力お よび 利用方法 の現状 を以下 に述 ぺ る 。

　2．1 利用 目的

　地盤情報の デー
タ ベ ー

ス を構築す る
一

般的 な 目的 は
， 土

質調 査 ・試験結果な どの 地盤情報の 集中保管 とそ の 有効利

用で ある 。 しか し，そ の 具体的な目的に な る と機関 に よ っ

て 様々 で あ り，土質工学的 な面 か ら の 利用 目的 は お お よ そ

次 の よ うに 分け られ よ う。

　 a ）地盤構造 の 解明 （断面図等の 作図）

　b ）地盤図作成

＊
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　 c ）各種土質 デー
タ の 解析

　 d）現象予測 （震害予測など）

　 e ）施工 管理

　 こ れ ら以 外 の 目的 と し て
， 報告書 の 保管ス ペ ー

ス の 減少

を図る こ とや企業内 の 所有データ の 内部利用な ど が あ る。

通常デー
タ ベ ー

ス は 上記 の 複数 の 目的 を もっ て 構築 され て

い る。こ の よ うに 目的が多岐 に わ た る た め に，そ の 対象地

域 ， 規模 ， デー
タ項目，

ハ
ードお よ び ソ フ トな どもお の ず

か ら多種多様 な も の に な っ て い る。一
方，利用 目的 の 限定

度合か ら見 る と， 汎用 シ ス テ ム と専用 シ ス テ ム に大別で き

る 。

　 典型的 な 汎用 シ ス テ ム は ，建設省 の シ ス テ ム
，）

に代表 さ

れ る もの で ， 構築時点 で 明確な利用 目的 を特に定めず ， む

し ろ 将来的 に は新しい ニ
ーズ を掘 り起 こ す こ とを期待 し て

い る もの も あ る。そ の た め シ ス テ ム に 柔軟性をもた せ る こ

と が重要 とな る が，こ の こ と は単に入カデー
タ 項 目を増す

とい う こ と だ けで はな く，ハ
ード，ソ フ トお よび デー

タ 構

造な どシ ス テ ム 全体に か か わ る 屯，の で ある 。 こ の とき，予

想され る ニ
ーズ との バ ラ ン ス も考慮す べ きで あろ う。

　専用 シ ス テ ム は 明確な利用 目的を有す る もの で あ り，例

え ば プ ロ ジ ェ ク ト単位で の 比 較的小規模 な シ ス テ ム が代表

的なもの で あ る 。 こ の よ うな シ ス テ ム は ， 現状 で は ほ とん

ど公表 され て い ない が ， 既に実用化され た もの もあ り，今

後需要 が増すも の と考え られ る 。

　 2．2 構築 シ ス テ ム

　デ
ー

タ ペ ース を構築す る た め の ハ
ー

ドウ ェ ァ お よ び ソ フ

トウ ェ ァ は構築機関 に よ り様 々 で ある。使用す る計算機は

情報量 に もよ る が ， 大規模デ
ー

タ ベ ー
ス で は大型汎用機が

用 い られ ， ま た 工 事単位，市 町 村単位 の よ うに ロ
ー

カ ル な

地域の もの に 対 して は パ ソ コ ン が用 い られ る傾向に あ る 。

図
一 1お よ び 図

一2 は ， そ れ ぞれ汎用機お よ びパ ソ コ ン を

用い たハ
ードウェ ア 構成 の 例 を示 した も の で あ る 。

　
一

方 ， ソ フ トウ ェ ァ は データベ ース を構築ある い は利用

す る上で 非常 に重要な要素 で あ る。表
一 3は代表的な ソ フ

トウ ェ ア 構成を示 し た もの で あ る。最近 で は ， 市販 の パ ソ

コ ン用 の デ
ー

タ ベ ース ・マ ネ ージメ ン ト・
シ ス テ ム（DBMS ）

を有効 に 利用 した 例もあ る （大阪地 盤図
9）
）。 こ の よ うな

DBMS の 多 くは リ レ ーシ ョ ナ ル ・デ ー
タ ベ ー

ス と言わ れ る

もの で ，今後 の
一つ の 方向性 を示す もの と思 わ れ る 。
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表一1 代表的 な地盤情報データベ ース とその 内容 （一般事項） （
．
lr．十音順）
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パ ー．ソ ナ ル

コ ン ピ ュ
ータt一

本体16bitCPU

キ
ー

ボ
ー

ド

霞
ダラフ ィッ ク
ディス プレイ

プ リンク
ー

砧

O 凹
デd ス クドライブ

陛
A3サ イズ

図一2　パ ソ コ ン を用 い た ハ ー

　　　　 ドウ ＝ ア 構成 の 例
9 ）

図一1　汎 用機 を用 い た ハ ードウ ェ ア構 成 の 例 （文 献8）を
一
部修正）

　2．3　デ
ー

タ項 目

　目的 や 対象 に よ っ て 入力す る地盤情報 の 種類 や 内容が異

な る こ とは 言 う ま で もな い。一
般 に デー

タ ベ ーX の 対 象 と

なる 地盤情報に は表
一4に示すもの があ る。こ の うち既存

の シ ス テ ム すべ て に 共通 して い る の は，ボー
リ ン グ デー

タ

に よ る 土層情報お よ び N 値の み で あ る 。
し か し，入力方法

や コ
ー

ドな どは千差万別で あ り， そ れ らの 互換性 は全 くな

い と言 え る。

　データ項 目に は 上記 の 地盤情報以外に ， 各データ の 位置，

衷
一4　お もな地盤情報 と こ れ を構成す る資料

9］

表
一3 地盤情報データ シ ス テ ム の ソフ トウ ェ ア 構成 の 例

1）

P t 「
一

輙
一

・一
』

撫
一

能

土質 デ
ー

タ編集

チェッ ク プ ロ グ

ラム

バ ツ チ

土質 デ
ータ登録

プ ロ グラム

バ ッ チ

籀 ；劉
　 　 　 　 　 　 　 9

1

コ ーディ ン グ．パ ン チ済みの 土質データ の デー

…タチ ェッ クおよび 計算 を行い 、デ
ー

タをデ
ー

タ

1ベ ース への 登録の ために 編集 しなお して 磁気テIi
一プ に出力する。
もし、デ

ー
タに コ

ー
ディ ン グ ミス な どが あった

場合は ，エ ラーメ ッ セ ージ を L
．
P 出 力 しデータ

ベ ース登 録用 の データ の 作成 は行わ ない 。

　 　 　 LTSS

土質調査結果プ

ロ グラム

バ ッ チ

（三｝ 土層情報 地質踏査やボーリ ン グ調査 などに 土 質柱 状図，地質図

（地層情報） よって得 られ，土質 （地質）柱状

図に表 され る 騨土層 （地層）構成

（層序 ）およびその層 相 に 関する

情報。

｛2） 土 質試験 次の よ うに，原位置お よび室 内試 標準貫入試験結果

情報 験情報の 2種 類が ある 。 各種載荷試験結果

1，原位 置試験情報 各種旗層結果

調査 対象の 地盤 を直接，調査 ・

試験 して得 られ る もの で，そ の

物理 的
・
力学的性質を 示 す情報。

12・室 内試験 情報
噛
　 ボーリ ン グな どに よ り得 られ た 物理 試験結果

試料に つ い て ，室内で 土質試験 力 学試験結果

離覊 撫拳
  　地史 ・地
　層学 的情報

エ ラL−・チ ェ ッ ク済 み の デ
ー

タ をデ
ー

タベ ース に

登録する 。

端末か らコマン Fを入 力 する こ とに よ り，次 の

よ うな 検索
・
図化

・解 析 作業を行う。
　   デ

ー
タベ ー

ス よ り利用者が 必要 とす るボ

　　 ーリン グ孔の 検索を行う。
　   土質調査 ・試験 結果をグ ラフ ィ ッ クデ ィ

　　 ス プ レ イ に 図 形表 示 する 。

匝 脱 ・纏 関蜥 … 統計処理 ・行
1
　　 う。

土質調査試験 ・標準貫入試験結果 を
一

覧表の 形

で LP 出力する 。

c4） 地 形情報

（5） 地盤変動

髀

〔6） 地 下水 情

　報

C7） そ の他 の

　情報

土 層 〔地層 ）形成 にお ける地 質学

的現象 に 関する愃報。
含有化石種

・量 の 分析結果

古 地磁気調査結果

火山灰分析結果

絶 対年 代測定結果

成 層状況調査結果

地表面の 起伏や傾斜 に 関す る 情 地形図

報。　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　 水 準測量結果

地盤沈下や隆起につ い て の 情報。 ホ 準測量 結果

沈下観測結果

地下水 位
・
水 質に 関す る 情報。 水 位観測結果

水質試験 結果

特殊な観 測や解析 ・予測 な どに よ

る情報。
構造物の 動態観測結果

常時微 動観測結果

地震観測結果
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項 目 コ 　ー　デ　ィ　 ン　グ　形　式 情報の形態
II

  調　査　 件　 名

文字 情 報

  調　 査　場　 所

  図　 面 （縮 尺）
1〆　 唇　1 ・1 ヨ／　 1

慝 岩 嬲 綴

  孔　　　　　番
8　　1　　 1　　 1

  調査孔薮　　   調査孔番 数値 情 報

  整　 理 　番　号
8　　 6　　 1　　　　 」　 1　　 畠　　1　　 ■　　 I　 I 西

建設省組織コ
ー
ド

資料番号
「

一

般

的

事

項

　
　
　一
　

位

置

の

情

報

5

r　　　　　　 l　 匹　 曇　 圏　 1　 8　 1

纛
　 次コード邑 帥

　 次コード硲 5万〕
　 次コード話準メ 7 シニ｝

　 し昏号
  ボ

ー
リ ン グ 番 号

4

  位 置〔緯膳 経度）
l　 r　　 l　 監　　 l　　 l　　 I　　 I　　 l　　l　　 5　　 1　 1　　■

驪■ 数値 情 報

  孔　 口　 標 　 高
i 匡

　 　 ｝
II

  孔口標高

  行　 政　 区　 域
l
　 l　

l
　 ！　　   都道府県

コ
ード情報

£   市区町封

  ボーリン グの方向等
膨　 　 L　 　 l　 　 I　　 齟　 　 L   池質の種類

  掘進方向

  方位
警丿卸「

 

  掘　 　 進　 　 長
鹽　　 幽　　 ［　　 l　　 l

  雕 長

数値情報

  孔　 内　 水　位
し
　
燭
　　

1
　 匹　　

1

  孔内水位内

答

の

情

級

IlI ｝ 1 臨 18   比重　   含水地

讐 諜 　
・
9覊傭

  4 ・ 6 ，Ψ9
  室 内 試 験 内 容

1 、 匹 18 　　 （P物理的注質　   化学的 質
コ
ー

ド1青轍

2　 3　　　 5）
  力学的性質　   動的性質
  持殊力学　　   岩石

1　　 ‘　　 5

麟韆髏 飜 驪
  原 位 置 試験 内 容

r　　 l　　 ■　　 1

齲纛層譲識 認 嬲 評
コ
ード1青報

4

  発　 注　 機　 関
l　 I　 l　 l　 I　 I　 I　　　　　I   大分類　   中分類

  小分叛　   細分穎h31
　　　 4

  調　 査　 目　 的
I　　l　　脚

  調査目的　 　  調査対象

コ ード情報機

関

の

情

報

  調　 査 　 時　 期
I　　 l　 　 1　 　　 　　 ，

騨
年

数 ｛直情 報
1　　　  

  受　　託 　　者 文 字 情 報

図一3　 コ ーデ ィ ン グシ ー
トの 例

i）

実施時期，標高な どの
一

般事項 も含 まれ る。こ の うち位置

情報は重要 で あり， 大半 の シ ス テ ム は 緯度経度を基本 に し

メ ッ シ ュ 番号 を併用 して い る。中に は精度を よ り高め る た

め に ロ
ー

カ ル 座標を用 い て い る シ ス テ ム もあ る 。

　ま た ， 原資料 との 対応 づ け を行 うた め に原資料番号 （整

理 番号）を入力 し て い る シ ス テ ム が多い 。し か し，原資料

そ の もの を検索で きる シ ス テ ム （例 え ば，フ ァ イ リ ン グ ・

シ ス テ ム との リ ン ク）は ほ とん どな い 。

　 2．4　 デ ー
タの 収集 と入 力

　データ の 収集方法 は，既存 の デー
タ の 揚合 に は ， 地質調

査報告書 の 必 要箇所 の コ ピー
を収集す る方法 と ， 所定の ＝

一デ ィ ン グシ
ート （例え ば図

一3）に 記 入 させ て 収集す る

方法が あ る 。 ま た ， 新規 デー
タ の 場合に は ， 既存データ と

同様な扱い をす る以外 に ， 調査 ・試験結果を データ ベ ー
ス

用 の 所定データ シ
ートに記入 した もの ， ある い は フ ロ ッ ピ

ー
デ ィ ス ク に フ ァ イ ル 化した もの を収集す る方法が あ る 。

フ ロ ッ ピーデ ィ ス ク に よ る 方法 は既 に
一
部 の 機関 で 実施 さ

14

　　　　　　　　 れ て ts！， 今 後も急速 に 増加 す る と予 測

　　　　　　　　 され る 。

　　　　　　　　　データ の 入力方法 と して は，バ ッ チ 処

　　　　　　　　理 と対話型処 理 が あ る。バ ッ チ処 理 は ，

　　　　　　　　汎用機 を用 い たシ ス テ ム で多く用 い られ，

　　　　　　　　カードを利用す る場合 （運輸省
1）

な ど）

　　　　　　　　や ， データ シ ートの データ を端 末 か ら入

　　　　　　　　力す る場合 （建設省
の

な ど） が ある。ま

　　　　　　　　た パ ソ コ ン を利用 した シ ス テ ム で は，報

　　　　　　　　告書か ら対 話 形 式 で 直接入力す る 揚合 も

　　　　　　　　多い 。

　　　　　　　　　デー
タ の 入力 の タ イ ミ ン グ と して は，

　　　　　　　　
一括入 力 方式 と逐 次入力方式 が あ る

。 逐

　　　　　　　　次入力方式 は 新規 デ ー
タ を 順次 入 力 す

　　　　　　　　る もの で ，シ ス テ ム 構築 の 際 ユ
ーザー・

　　　　　　　　イ ン タ
ー

フ ェ
ース な どに 配慮が必 要 とな

　 　 　 　 　 　 　 　 る。

　　　　　　　　　2．5　利用 方 法

　　　　　　　　　データ ベ ー
ス ・シ ス テ ム の 利用方法 と

　　　　　　　　して ，
GEODAS （大阪市立大

2 ＞
） に 代表

　　　　　　　　され る よ うなオ ン ラ イ ン 処理 と， 中〜
小

　　　　　　　　規模 の シ ス テ ム に お け る オ フ ライ ン 処理

　　　　　　　　が あ る。こ れ らは 当然，利用 目的 や ニ
ー

　　　　　　　　ズ に 合わ せ て 選択 され る もの で ある 。 ま

　　　　　　　 た ， よ り高度な利用を は か る た め に ， 地

　　　　　　　 図情報デー
タ との リ ン ク を行 い 効率的 な

　　　　　　　 デー
タ検索を行え る よ うに した シ ス テ ム

　　　　　　　　（東京都土研
e）

など） もある。

　　　　　　　　 地盤惰報 デ ータ ベ ース の 応用 と し て，

　　　　　　　 各種 の 解析，図化処理が試 み られ て い る 。

　　　　　　　 断面図や相関図な ど一般的 な図化処 理 以

外 で 代表的 な も の に は 次 の 処理 が あ る。

　  N 値等深図 の 鳥か ん 図表示
巳）

　  地盤 の 三次元パ ネ ル ダイ ヤ グ ラ ム 表示
13＞

　  　統計解析と の リ ン ク
1 − 〉

　  液状化検討
5＞・1ω

3． デー
タベ ース 化 における問題点

　地盤情報 の デー
タ ベ ー

ス 化 に つ い て は，シ ス テ ム 構築上

の 技術面 ばか りで なく，多 くの 問題 が あ る。そ の 主 な問題

点 に は 次 の よ うな もの が 挙げ られ る
。

　  　デ ー
タ ベ ー

ス の 性格の 明確化 と位置づ け

　  　入カデー
タ の 贔 質評価

　  出カ デ ータ の 適切な利用方法

　  デ
ー

タ ベ ー
ス の フ オ

ー
マ ッ ト

　  　デ ー
タ の 著作権

　こ の ほ か に も調査 ・試験基準 と の 関係などもある が，こ

こ で は割愛 し，上記 5点 の 闇題点につ い て よ り詳細な説 明

土 と基礎，3T− 1 （372）
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を加える 。

　3．1　データベ ース の 性格 の 明確化 と位置づ け

　デ ータ ベ ース 構築 に 際 し で の 目的 は 比較的明確に な っ て

い る が
， 将来的な展望 に 立 っ て の デ ータ ベ ー

ス の 性格，位

置づ け ， お よび そ の 利用 などが必ず し も明確とは 言 い がた

い 。つ ま り， 現在 の デ
ー

タ ベ ー
ス の 多 くは，こ れ らの 検討

よ り も構築作業が先行 し て い る よ うに 思わ れ る。一方，既

に社会経済的 な分 野 で は，各種 の デー
タ ベ ー

ス を重ね合 わ

せ て 利用 して い る ヶ
一ス も見 られ る。地盤情報 の データベ

ース が近 い 将来 ， 他の 情報，例え ば地 形情報 や リモ ートセ

ン シ ン グ情報な ど と リン ク して 用 い られ る 可能性 が高 く，

そ の よ うな揚合 に も対 応 で き る よ うに し て お くこ とが必 要

で あろ う。

　3．2 入 カデータの 品質 評価

　入カ デ ー
タ の 品質評価 は ， 次 節 で 述 べ る 適切 な 利用方法

とも関係する が ， 報告書 の デ ータ を何 の チ ＝ ッ ク もな く機

械的 に 入力す る こ との 是非 で あ る。土質調査 ・試験 の 報告

書の データ に は，一
般的 に み て 不 自然な結果 や 誤 りな どが

あ る場合もあ り， ま た試料 の 乱 れ や不均質性の た め に 常識

的で な い 力学試験 の 結果 に な っ て い る こ と も決 して 珍 し く

は な い
。 こ の よ うな場合 ， 入 力前 に 何 らか の 方法 で チ ＝ ッ

ク す る か ， ある い は 入力 ミス も含め て 入力後 に ソ フ トで チ

ヱ ッ ク す る 方法が考え られ る。 し か し，具体的に は 評価可

能 な項 目 と不可能 な項 目が あ り， ま た デ ー
タ の よ し あ し を

判断す る 方法 は 現状 で は 必 ず し も確立 され て お らず，デ ー

タ に ラ ン ク 付けす る 方法も見 あ た らな い 。市街地 の よ うに

デ
ー

タ の 密集地帯 で は，多 くの データ で 総合的 に 判断す る

の も
一

つ の 方法で ある が ， データ の 少 な い 地域 で は こ の 方

法 は使え な い 。

　ま た 品質評価 を行 う上 で ， 原資料に 戻 らな けれ ば な らな

い こ とが よ くあ る。そ の た め に ， 原資料の 管理 シ ス テ ム と

の リン ク も今後 の 検討課題 で あろ う。

　 3．3　出力 データの 適切 な 利用方法

　適切な利用方法 は ， 品質評価 の 問題 が あ る程度解決 した

と して も残 され る点が あ る。地盤関係 の デー
タ は ， 歳月 の

経過 とと もに変化す る こ と があ る。例 え ば ， 地盤沈下が進

行 し て い る 地域 で の ボーリン グ孔 口標高 ， ある い は地下水

位 の よ うに ， 時 間的変動な ど がある デー
タ は 取扱 い に十 分

注意 しなけれ ば な らな い 。 ま た データ の よ し あ しに か か わ

らず，デー
タ ベ ー

ス か ら得られたデ ー
タ は

一一一
人歩き

”

す

る 可能性 も あ る の で ， 何 らか の 歯止 め 策が 必 要 に な る が ，

現状で は適切な方法は な い とい える 。 しか し ， 利用 に 際 し

て データ は あくま で も参考資料で ある の で ， デー
タ の 活用

は あ る程度限定 され るべ き で あ る こ と （例 え ば詳細設計に

は用い な い など）， 出力データ に は 技術者 の 土質工 学的 な

判断が必 要 で ある こ と な ど の 注意を喚起す る こ とで ，

一人

歩きの 問題 は ある 程度 カバ ーで き る と思 われ る 。なお，出

カデータ に 対す る 土質工学的判断は経験豊富な技術者 が 行
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う こ とが必 要 で あ る が，こ れ を支援す る シ X テ ム と して エ

キ ス パ ート シ ス テ ム に 代表 され る AI （入 工 知能）技術 が

今後大 い に期待 で き る もの と思 わ れ る 。

　3．4　データベ ース の フ ォ
ー

マ ッ ト

　デー
タベ ー

ス を構築す る揚合 ， あ る 程度 フ ォ
ー

マ ッ トを

そ ろ え て お く必 要があ る 。 特 に 各 デー
タベ ー

ス の 亙換性 を

確保す る た め に も必 要 不 可 欠 な条件 で あり，そ の た め に共

通 の フ ォ
ー

マ ッ トあ る い は コ ード化 が 必要 に な る。た だ し，

デ ー
タ ベ ー

ス の 目的が多様化 して い る こ とや， 各機関 の デ

ータ ベ ー
ス が あ る 程度整備され て い る こ とか ら，フ ォ

ー
マ

ッ トを統
一

す る こ とは非常 に 困難な問題 で ある 。し か し，

地盤情報 デ ー
タ ベ ー

ス が将来技術者に と っ て 非常 に有用 な

情報源 と な り，広 い 意味で の 共有財産 となる べ きと考 え ら

れ る こ とか ら，何 らか の 方策 を考え なけ れ ばな らな い 。 具

体的 に は，標準的 な フ ォ
ー

マ ッ ト （内容，構造）の 作成な

ど が今後 の 検討課題 と な ろ う。

　ま た ， 柱状図や土質記号 の 表記方法が データ ベ ー
ス に よ

っ て ま っ た く不統
一

で は分 か りに くい の で，あ る程度 そ ろ

え る こ と な ど も必 要 と考 え られ る 。

　現在 ， 山地部 の 岩盤関係 の デ
ー

ク ベ ース は非常に 少 な い

の で ，早期に フ ォ
ーマ ッ トが作成され る とそ の 利用度は大

きい と予想 され る。

　 3．5 データ の 著作権

　デ ー
タ の 著作権 に っ い て は，デ

ー
タ ベ ー

ス 構築上 大きな

間題 で あ る。調査 ・試験データ の 著作権 は 通常発注者側に

あ る と考え られ て い る が ， 著作権法上の 解釈 は必ず し も明

確で は な い 。さら に，こ れ を データ ベ ー
ス 化 した場合 の 扱

い が ど うな る の か も明 らか で な い 。生データ を加工 すれ ば

新た な著作権を生 む た め 問題 は な い とい う見方もあ る。 し

か し，加 工 す れ ば 3．3 と の 関係 に お い て 新 た な難 し い 間題

が生 じ る可能性が あ る。

4． お わ り に

　地盤情報 デー
タベ ー

ス は ，
こ れ か ら も各種機関で 次々 と

作 られ て い くで あろ う。しか し前述 の よ うな品質やデータ

の
一

人 歩きの 問題 な どを考え る と，こ の ま ま放置す る こ と

に よ っ て 土質工 学 に 悪影響を及ぼ し か ね な い。逆 に ， デー

タ ベ ー
ス は使 い 方 に よ っ て は非常に 有効 な調査手段 と な り

うる
。

し た が っ て．今回述 べ た よ うな問題点 を早急 に検討

し， 地盤情報 デ ー
タベ ース が有効 に 利用 され る よ うに な る

こ と を願 っ て やまな い。

　本報告は 地盤隋報 の デ ー
タ ベ ー

ス 化 に 関す る 調査委員会

で の 討議 に基 づ くとこ ろ が大き い
， 委員各位 と，ア ドバ イ

ザー
の 佐賀大学岩尾雄 四 郎助教授， 国立防災科学技術 セ ン

タ
ー幾志新吉氏 ， 名古屋大学多賀直恒教授 お よ び 松 澤宏助

教授に 深 く感謝す る しだ い で ある 。
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